
 

 

教師を目指す学生による｢学生文化｣｢学校文化｣の創造と 
新たな｢学生と学校のＷｉｎ－Ｗｉｎの関係｣の構築 

 

東浦町ＳＰ通信 
～東浦町では、学生ボランティアを“職員の仲間”という思いを込めて、 

「SP」または「スクールパートナー」と呼んでいます。～ 
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「わくわく算数教室」のつながり 
 

 １２月２６日（火）、「２０２３冬休みわくわく算数教室」の３日目です。 今日が５日間の中で参加児

童に対してＳＰさんの人数が最も少なく、昨日に引き続き午前中は１対３、午後はなんと１対４の指導

がほとんどになりました。大変な一日でしたが、ＳＰさんのおかげでなんとか乗り切ることができまし

た。ありがとうございました。 

 

大変な日だったにも関わらず、子どもたちは本当に楽しそうに算数を勉強していたように思います。

慣れてきたＳＰさんはプリントの印刷や丸つけをするタイミングで、子どもたちの様子を見て「これ、

ちょっと相談してみたら？」「〇〇さんならどうやってやる？」と子ども同士で学び合いができるよう

な声かけもしてくれていました。「ＳＰさんと勉強できる」のも子どもたちにとって大きな魅力ですが、

「友達と相談できる」「友達と一緒に取り組める」のも大きな魅力になっています。子ども同士で一生懸

命に問題について考えている時の目はとてもキラキラしていました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日の司会は、午前が二澤Ｓ

Ｐ、午後が酒井ＳＰでした。この

「わくわく算数教室」では、ＳＰ

さんが運営もしていきます。それ

が、ＳＰさんにとって大きな学び

となっています。 



 

 片葩小学校の先生方も子どもたちの様子を見るために算数教室によく来てくださいます。やっぱり先

生が来てくれると子どもたちはとっても嬉しそう！先生と子どもたちとの信頼関係が素敵だなぁと思

うＳＰさんも多いのではないでしょうか。先生方の子どもたちへの接し方を学べる貴重な機会ですね。 

 

 

 

 

 

 

 今日、ある児童が算数の問題を解きながらこうつぶやいてい

ました。

子どもたちからこんな声が出ると、

とても嬉しいですよね。片葩小の子どもたちにとって、ＳＰさ

んの存在、わくわく算数教室の存在はとても大きいものになっ

ているんだなぁと思いました。 

 

 

 今日も２名のシニアＳＰ（卒業生）が駆けつけてくれま

した。現役ＳＰにも声をかけて笑顔で話している姿は頼も

しくもあり、同じシニアＳ

Ｐとして嬉しくもありま

す。こうして、先輩が次の

後輩へと“学生文化”をつ

ないでくれていることに

感謝しています。 

 

 


